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小竹幼稚園　七夕飾り
　６月25日（役場ロビーにて）

小竹祇園山笠
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外
国
人
登
録
法
の
廃
止
と
住
民

基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
平
成
24
年
７
月
９
日
か
ら
外

国
人
住
民
の
方
も
、
住
民
登
録
を

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
の
廃
止
及
び
改
正
に

よ
り
、
外
国
人
登
録
法
に
関
係
す

る
町
の
５
つ
の
条
例
が
一
括
し
て

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
改
正
さ
れ
た
条
例

・
小
竹
町
課
設
置
条
例

・
小
竹
町
印
鑑
条
例

・
小
竹
町
手
数
料
条
例

・
小
竹
町
敬
老
祝
い
金
支
給
条
例

・
小
竹
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施

　

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

　

条
例

　

こ
の
契
約
は
、
役
場
裏
排
水
機

場
か
ら
国
道
の
下
に
排
水
樋
管
を

通
し
、
遠
賀
川
へ
放
流
す
る
た
め

の
工
事
の
施
工
委
託
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
工
事
は
施
工
箇
所

が
国
の
河
川
管
理
区
域
内
で
あ
る

た
め
、
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整

備
局
に
３
億
８
１
２
万
２
５
０
０

円
で
工
事
を
委
託
し
、
道
路
の
開

削
を
生
じ
な
い
推
進
工
法
で
施
工

さ
れ
ま
す
。

　

小
竹
町
消
防
団
第
４
分
団
の
消

防
車
は
、
購
入
か
ら
19
年
が
経
過

し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
昨
年
度
購
入
の
第
１
分
団

の
消
防
車
と
同
型
の
車
両
を
新
た

に
購
入
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
購
入
す
る
ポ
ン
プ
車

は
、
直
方
・
鞍
手
広
域
消
防
小
竹

出
張
所
の
勤
務
人
員
の
減
少
に
よ

り
、
町
消
防
団
の
初
期
消
火
の
重

要
性
を
考
慮
し
、
９
０
０
ℓ
の
水

槽
付
ポ
ン
プ
車
で
す
。

問　

小
竹
駅
西
口
開
発
事
業
化
検

討
業
務
委
託
料
３
３
０
万
円
の
内

容
は
。
そ
の
中
で
町
民
を
交
え
た

検
討
も
実
施
す
る
の
か
。

答　

平
成
14
年
に
駅
西
口
の
土
地

利
用
計
画
図
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

開
発
が
遅
れ
て
い
る
の
で
、
町

の
財
政
状
況
も
考
え
て
、
よ
り
現

実
的
な
、
事
業
化
で
き
る
計
画
を

策
定
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
基
本
的
に
選
定
委
員
会

で
選
定
し
た
業
者
へ
の
業
務
委
託

に
な
り
ま
す
。

問　

災
害
時
の
避
難
場
所
の
備
品

購
入
は
各
自
治
会
で
行
う
の
か
。

　

ま
た
、
災
害
時
要
援
護
者
の
登

録
名
簿
の
取
り
扱
い
は
。

答　

自
主
防
災
組
織
を
設
立
し
て

い
る
10
地
区
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
の
予
算
で
配
備
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
消
防
団
の
水
防
倉
庫
に

も
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
そ
の
他
の
自
主
防
災

組
織
と
協
議
し
、
順
次
購
入
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

名
簿
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
実

施
の
調
査
を
基
に
、
今
後
の
災
害

時
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問　

本
年
度
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
の
発
売
予
定
日
と
内
訳
は
。

　

ま
た
、
昨
年
度
の
販
売
実
績
は
。

答　

本
年
度
の
発
売
予
定
期
間

は
、
９
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
２

月
28
日
ま
で
で
す
。

　

一
般
商
品
券
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
の
２
倍
の
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

住
宅
用
リ
フ
ォ
ー
ム
商
品
券

は
、
昨
年
と
同
額
で
す
。

　

昨
年
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
商
品

券
の
販
売
件
数
は
16
件
で
す
。
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６月定例会は、6月７日から6月15日まで、会期９日間の日程で開かれました。
条例案・補正予算案等の議案が提出され、審議の結果、賛成多数で可決しました。

６月定例会の主な議案

外
国
人
登
録
法
の
廃
止
及

び
住
民
基
本
台
帳
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例
を

制
定

問

答

答答 問

問

財 

産 

の 

取 

得

基
地
周
辺
障
害
防
止
対
策

事
業
に
係
る
委
託
契
約
に

同
意

予
算
委
員
会
の
主
な
質
疑

平成24年度
補正予算

一般会計　　732万円・・・



　

日
本
人
の
死
因
の
四
番
目
は
、

高
齢
者
の
肺
炎
で
す
。

　

肺
炎
の
原
因
は
70
歳
を
超
え
る

と
肺
炎
球
菌
に
よ
る
も
の
が
一
番

多
い
そ
う
で
す
。

　

国
内
で
接
種
が
広
が
ら
な
い
要

因
は
、「
肺
炎
球
菌
の
知
名
度
が

低
い
」
「
健
康
保
険
が
使
え
な

い
」
等
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

副
作
用
に
関
し
て
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
と
同
じ
く

ら
い
安
全
だ
と
考
え
て
も
い
い
そ

う
で
す
。

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
抗
生
物
質

の
使
い
す
ぎ
で
効
か
な
く
な
っ
た

耐
性
菌
に
も
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
持
続
効
果
は
、

５
年
程
度
あ
る
そ
う
で
す
。

　

宮
若
市
で
も
今
年
度
か
ら
助
成

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

命
を
守
り
、
医
療
費
を
抑
制
す

る
た
め
に
も
、
本
町
に
お
い
て
も

早
急
に
実
施
す
べ
き
で
は
。

　

今
、
本
町
は
急
速
に
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
今
ま
で
何
不
自

由
な
く
出
来
て
い
た
も
の
が
、
出

来
な
く
な
り
日
常
生
活
に
支
障
を

き
た
す
も
の
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

書
類
や
郵
便
物
を
読
め
な
い
ば

か
り
に
、
あ
と
で
困
っ
た
こ
と
に

な
る
こ
と
も
多
く
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
観
点
か
ら
誰

に
で
も
代
読
や
書
類
の
手
続
き
を

頼
む
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
代
読
・
代
筆
を
希
望

さ
れ
る
方
に
行
政
が
責
任
を
持
っ

て
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
れ
ば
、
安

心
し
て
気
兼
ね
な
く
頼
む
こ
と
が

出
来
る
の
で
は
。

　

簡
単
な
行
為
の
よ
う
に
思
え
る

の
で
す
が
、
全
国
的
に
は
、
ま
だ

実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
数

で
す
。
小
竹
町
と
し
て
率
先
し
て

始
め
ら
れ
て
は
ど
う
か
。

松
尾
町
長　
高
齢
者
に
対
す
る
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
の
必
要

性
は
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

先
の
民
主
党
の
厚
生
労
働
部
門

会
議
で
も
子
宮
頸
が
ん
用
ワ
ク
チ

ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
平
成
25
年
度
以
降
も
実
施
す
る

と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
住
民
の
健
康
保

持
、
増
進
の
た
め
、
成
人
用
の
肺

炎
球
菌
を
含
め
て
、
世
界
保
健
機

構
が
推
奨
す
る
ワ
ク
チ
ン
す
べ
て

に
つ
い
て
、
国
が
主
体
と
な
っ
て

接
種
の
財
源
確
保
を
す
べ
き
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
県
を
通
し
て
国
に
要
望

し
て
い
き
、
実
施
に
向
け
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

町
内
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

方
が
読
み
書
き
に
困
る
こ
と
が
な

い
町
づ
く
り
は
、
当
然
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

誰
も
が
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
個
人
情
報
の
問
題
も
あ

る
の
で
、
行
政
が
代
読
、
代
筆
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
、

情
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。　
　
　

　

地
域
福
祉
の
観
点
か
ら
、
今

後
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
一
緒
に

調
査
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

勝
野
駅
は
、
宮
田
線
が
平
成
元

年
に
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

利
用
者
は
急
激
に
減
少
し
、
南
口

に
小
さ
な
駐
輪
場
が
あ
る
も
の

の
、
駐
車
場
が
な
く
、
北
口
に
は

駐
車
場
や
駐
輪
場
が
な
い
た
め
、

通
勤
･
通
学
の
利
用
者
は
さ
ら
に

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
の
勝
野
駅
は
、

小
竹
団
地
の
企
業
立
地
の
推
進
や

宮
田
線
代
替
輸
送
道
路
が
平
成
24

年
度
に
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
通

勤
･
通
学
の
利
用
者
が
増
加
す
る

見
込
み
で
あ
り
、
駅
周
辺
の
環
境

整
備
を
急
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問

大
安 

美
佐
代
議
員

○
高
齢
者
に
対
す
る
肺
炎

　
球
菌
ワ
ク
チ
ン
助
成
を

○
代
読
、代
筆
支
援
を

　
　
　
　
　
　
行
っ
て
は

○
高
齢
者
に
対
す
る
肺
炎

　
球
菌
ワ
ク
チ
ン
助
成
を

○
代
読
、代
筆
支
援
を

　
　
　
　
　
　
行
っ
て
は

○ＪＲ勝野駅周辺の
　　　　　　環境整備を
○ＪＲ勝野駅周辺の
　　　　　　環境整備を

吉野 欽也 議員
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①　

快
速
列
車
の
停
車
に
つ
い
て

　

福
北
ゆ
た
か
線
の
筑
豊
本
線
間

（
折
尾
駅
〜
桂
川
駅
）
で
、
快
速

列
車
が
停
車
し
な
い
の
は
勝
野
駅

だ
け
で
す
。
利
用
者
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
宮
若
市
と
直

方
市
と
連
携
し
、
勝
野
駅
に
快
速

列
車
が
停
車
す
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
に
強

く
要
請
す
べ
き
で
は
。

②　

駐
車
場
･
駐
輪
場
の
整
備
に

　

つ
い
て

　

勝
野
駅
に
お
い
て
、
南
口
で
は

リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
や
民
有
地

を
活
用
し
、
北
口
で
は
今
橋
水
路

か
ら
流
入
し
て
く
る
水
を
防
止
す

る
措
置
を
講
じ
、
道
路
整
備
と
併

せ
て
駐
車
場
･
駐
輪
場
の
整
備
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

③　

勝
野
駅
の
名
称
変
更
に
つ
い

　

て

　

勝
野
駅
は
、
明
治
45
年
に
開
業

し
、
こ
の
名
称
は
、
当
時
は
小
竹

町
が
勝
野
村
で
あ
り
、
村
名
か
ら

と
っ
て
勝
野
駅
と
な
り
、
歴
史
と

伝
統
の
あ
る
名
称
で
す
。

　

し
か
し
、
駅
の
名
称
は
、
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
地
域
住
民

が
身
近
で
親
し
み
が
も
て
る
よ
う

「
ひ
ょ
う
た
ん
駅
」
と
名
称
を
変

更
し
て
は
ど
う
か
。

松
尾
町
長　

①　

Ｊ
Ｒ
九
州
の
筑
豊
、
篠
栗
鉄

道
事
業
部
長
か
ら
は
、
勝
野
駅
の

一
日
あ
た
り
の
利
用
者
数
や
篠
栗

線
と
の
列
車
の
連
絡
調
整
等
の
問

題
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
兵
丹
・
宮
田
線
の
開
通

に
よ
り
乗
降
客
は
増
え
て
く
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
理
由

と
し
て
勝
野
駅
の
快
速
電
車
の
停

車
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
側
に
さ
ら
に

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

②　

兵
丹
・
宮
田
線
の
道
路
改
良

事
業
は
、
今
年
度
中
に
完
了
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

に
関
連
し
て
、
駅
周
辺
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
は
、
北
口
周
辺
の
土

地
利
用
計
画
図
を
平
成
14
年
度
に

策
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
道
路
改
良
事
業
の
地
元

説
明
会
で
は
水
害
問
題
も
議
論
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
当
初
の
計
画
図

を
基
本
と
し
て
、
兵
丹
地
区
の
水

害
問
題
も
含
め
て
、
地
元
と
協
議

し
、
駅
周
辺
の
整
備
を
促
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③　

勝
野
駅
の
名
称
に
つ
い
て
、

時
代
の
変
化
と
い
う
こ
と
は
理
解

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
要
望
も
踏
ま
え
、
快
速

電
車
の
停
車
の
件
を
含
め
て
Ｊ
Ｒ

に
陳
情
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
の
学
童
保
育
は
、
平
日
は

19
時
ま
で
、
土
曜
日
は
17
時
ま
で

と
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
年
少
扶
養
控
除
が

な
く
な
り
、
児
童
手
当
も
減
額
さ

れ
子
育
て
世
代
に
は
大
変
つ
ら
い

と
き
だ
と
思
う
。

　

年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
な
ど

で
、
少
な
か
ら
ず
町
の
税
収
は
増

え
て
い
る
。

　

子
育
て
世
代
か
ら
納
め
て
い
た

だ
い
た
お
金
は
、
子
育
て
世
代
に

返
還
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
方
法

と
し
て
、
保
護
者
か
ら
の
要
望
で

も
あ
る
土
曜
日
の
学
童
保
育
を

19
時
ま
で
延
長
す
る
考
え
は
な
い

か
。

　

今
、
農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作

放
棄
地
の
解
消
に
努
め
て
い
る

が
、
解
消
が
進
む
一
方
で
鉱
害
復

旧
田
の
問
題
が
浮
上
し
て
い
る
。

　

長
い
間
の
懸
案
で
あ
っ
た
鉱
害

田
が
復
旧
し
、
農
家
は
安
心
し
て

物
づ
く
り
に
努
め
て
き
た
が
、
最

近
様
子
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　

水
田
の
傾
き
が
、
本
町
全
域
で

報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
鉱

害
は
終
わ
っ
て
い
な
い
と
言
え
る
。

　

こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
耕
作
放

棄
地
に
な
る
の
で
は
と
危
惧
す
る
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
実
態
調
査

を
計
画
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対

す
る
支
援
と
問
題
解
決
に
全
力
を

あ
げ
る
べ
き
で
は
。

松
尾
町
長　
年
少
扶
養
控
除
が
廃

止
さ
れ
た
財
源
を
、
学
童
保
育
の

延
長
に
充
て
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
今
後
、
財
政
面
も
含
め
て
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
十
分
に
協
議
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

鉱
害
復
旧
田
の
調
査
は
圃
場
に

限
ら
ず
道
路
、
水
路
、
河
川
、
住

宅
も
含
め
て
鉱
害
復
旧
事
業
で
整

備
し
て
き
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
は
平
成
12
年
に
臨
時
石

炭
鉱
害
復
旧
法
が
失
効
し
た
後
、

国
の
考
え
方
は
受
益
者
負
担
で
や

ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
と
い

う
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
浅
所
陥
没
が
残
っ
て
い

て
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
旧
石
炭
鉱
害
事

業
団
）
に
申
請
し
た
と
し
て
も
、

簡
単
に
は
受
け
付
け
て
は
も
ら
え

な
い
と
い
う
こ
と
が
実
態
で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
町
と
し
て
も

危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
に
お
い
て
、
鉱
害

復
旧
田
の
修
復
が
必
要
な
箇
所
等

に
つ
い
て
調
査
し
て
、
そ
の
結
果

を
ま
と
め
て
報
告
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
基
に
、
国
、
県
に
陳
情

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○子育て支援について
○鉱害復旧田の調査を
○子育て支援について
○鉱害復旧田の調査を

宮野 一男 議員

平成24年 ８月１日　福岡県小竹町　議会だより No.197 (4)

畦畔が沈下している復旧田
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新
学
期
早
々
か
ら
、
集
団
登
下

校
し
て
い
る
小
学
生
の
列
に
車
が

突
っ
こ
む
痛
ま
し
い
事
故
が
続
い

て
い
る
。

　

こ
の
５
月
20
日
に
平
野
文
部
科

学
大
臣
か
ら
、
無
謀
な
車
の
再
三

の
事
故
を
重
く
み
て
学
校
、
警

察
、
道
路
管
理
者
が
一
致
し
て
通

学
路
の
安
全
管
理
に
全
力
を
挙
げ

る
よ
う
求
め
ら
れ
た
が
、
本
町
で

の
対
応
は
。

　

町
内
保
護
者
か
ら
、
よ
り
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
歩
道
に
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
設
置
を
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
町
内
に
は
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
け
よ
う
に

も
、
道
路
幅
が
不
足
す
る
箇
所
も

あ
る
。

　

通
学
路
の
総
点
検
を
行
い
、
問

題
箇
所
を
洗
い
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

集
団
登
下
校
は
防
犯
や
交
通
安

全
対
策
上
の
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
地
域
住
民
が
通
学
路
に

立
つ
「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
」、
校

区
に
よ
っ
て
は
既
に
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
３
小
学
校
す
べ
て
で
行

政
、
地
域
が
一
体
と
な
り
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

町
と
し
て
は
、
通
学
路
の
安
全

確
保
を
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　

北
小
学
校
区
の
御
徳
3
区
と
１

区
の
児
童
併
せ
て
24
名
程
度
が
集

団
登
下
校
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
列
が
10
数
メ
ー

ト
ル
に
な
り
、
車
の
ス
ピ
ー
ド
違

反
に
危
機
感
を
感
じ
る
。

　

県
も
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
で
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設

置
等
、
早
急
に
対
応
方
を
要
望
す

る
。

松
尾
町
長　
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
町
と
し
て
も
、
職
員
全

員
で
春
と
秋
の
交
通
安
全
街
頭
指

導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
、
日
頃
か
ら
児
童
生
徒
の
登
下

校
時
に
地
域
の
方
々
や
防
犯
推
進

委
員
会
、
交
通
安
全
協
会
等
の
団

体
の
方
々
に
お
け
る
見
守
り
活
動

に
は
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
町
、
関
係
団
体
を
挙
げ
て
、
児

童
、
生
徒
の
安
全
確
保
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

通
学
路
に
つ
い
て
は
、
年
間
を

通
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
関
係
団
体
か

ら
危
険
箇
所
の
改
善
要
望
を
受
け

て
い
ま
す
が
、
危
険
箇
所
を
優
先

的
に
対
応
し
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
県
道
の
宮
田
・
小
竹
線

の
歩
道
整
備
の
工
事
も
施
工
さ
れ

て
い
る
の
で
、
通
学
路
の
安
全
確

保
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
北
小
学
校
区
の
通
学

路
に
つ
い
て
は
、
県
道
で
あ
り
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
整
備
に
つ
い

て
、
強
く
直
方
県
土
整
備
事
務
所

に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
の
車
両

に
つ
い
て
は
、
直
方
警
察
署
に
パ

ト
ロ
ー
ル
の
実
施
強
化
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

町
長
は
、
宮
若
市
外
二
町
じ
ん

芥
処
理
施
設
組
合
で
10
年
延
長
す

る
こ
と
と
、
処
理
費
用
の
値
上
げ

分
の
町
負
担
を
増
や
さ
な
い
よ
う

に
努
力
す
る
と
答
弁
さ
れ
た
。

　

菊
池
市
、
阿
蘇
広
域
事
務
組
合

の
脱
退
問
題
が
起
き
て
い
る
。
こ

の
こ
と
が
処
理
費
用
に
上
乗
せ
さ

れ
な
い
の
か
。

　

震
災
が
れ
き
の
受
け
入
れ
要
請

に
対
す
る
対
応
は
。

　

国
内
す
べ
て
の
原
発
が
停
止
し

て
い
る
が
、
電
力
不
足
は
起
き
て

い
な
い
。

　

夏
場
を
想
定
し
て
電
力
需
要
は

日
本
全
体
で
０
・
４
％
し
か
不
足

し
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

夏
の
電
力
需
要
ピ
ー
ク
時
に
、
地

域
経
済
に
影
響
す
る
こ
と
な
く
節

電
で
夏
場
を
乗
り
切
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

　

こ
ん
な
時
こ
そ
自
治
体
は
、
住

民
の
先
頭
に
立
っ
て
節
電
運
動
を

進
め
る
役
割
を
担
う
と
き
で
は
な

い
か
。
今
ま
で
以
上
の
ク
ー
ル
ビ

ズ
を
実
施
し
な
い
か
。

　

太
陽
光
発
電
装
置
を
つ
け
た
家

庭
で
は
、
電
力
の
節
約
に
努
め
る

よ
う
に
な
る
。
ま
た
電
力
の
地
産

地
消
が
進
み
、
遠
距
離
送
電
ロ
ス

が
少
な
く
な
る
。

　

本
町
を
取
り
囲
む
直
方
市
、
宮

若
市
、
飯
塚
市
す
べ
て
の
自
治
体

で
補
助
金
の
助
成
制
度
が
あ
る
。

　

突
然
の
停
電
時
で
も
、
太
陽
が

出
て
い
る
昼
間
な
ら
発
電
し
た
電

力
を
使
え
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

余
剰
電
力
の
買
い
取
り
制
度
で

現
在
は
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り

42
円
で
10
年
間
買
い
取
っ
て
も
ら

え
る
。

　

本
町
で
も
電
力
自
給
率
を
上

げ
、
町
内
の
購
買
力
を
向
上
さ

せ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献

す
る
「
太
陽
光
発
電
補
助
金
制

度
」
創
設
の
考
え
は
な
い
か
。

吉
野
慎
一
議
員

○
通
学
路
の
安
全
対
策
を

○
通
学
路
の
安
全
対
策
を

○ＲＤＦ事業の問題点に
　　　　　　　　　ついて
○原発ゼロの中での
　　　　　　　節電対策は
○住宅用太陽光発電に
　　　　　　　助成制度を

○ＲＤＦ事業の問題点に
　　　　　　　　　ついて
○原発ゼロの中での
　　　　　　　節電対策は
○住宅用太陽光発電に
　　　　　　　助成制度を

広瀬 早美 議員

集団登校の様子



　

議
会
広
報
編
集
委
員
と
な
っ
て

１
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
は
じ
め

の
頃
は
、
議
員
の
意
見
や
質
問
を

町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
分
か
り
や

す
く
、
正
確
に
伝
え
る
に
は
ど
う

い
う
書
き
方
が
良
い
の
か
、
い
ろ

い
ろ
と
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　

最
近
で
は
、
研
修
会
で
学
ん
だ

こ
と
や
、
編
集
委
員
の
先
輩
か
ら

の
ご
指
導
も
あ
っ
て
、
だ
い
ぶ
慣

れ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
、
初
め
て
編
集
後

記
を
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

先
日
、
婦
人
会
の
発
足
に
関
わ
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

婦
人
会
の
発
足
に
当
た
っ
て

は
、
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た

の
で
、
会
員
の
募
集
は
大
変
で

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
４

月
の
発
会
式
に
は
73
名
も
の
会
員

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

婦
人
会
は
、
会
員
の
自
覚
を
高

め
る
文
化
教
養
、
家
庭
教
育
の
推

進
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
設
立
、

町
内
各
種
事
業
へ
の
参
加
な
ど
の

計
画
を
立
て
実
施
し
て
い
く
よ
う

で
す
。

　

婦
人
会
の
活
動
が
、
町
の
進
め

る
「
絆
社
会
の
構
築
」
の
一
助
と

な
り
、
元
気
で
希
望
あ
ふ
れ
る
小

竹
町
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 　

（
編
集
委
員　
　

峯
岡　

均
）

※事情により変更される場合もありますので、
　あらかじめご了承ください。

次回の定例会は、

　９月６日（木）開会予定です。

次回の定例会は、

　９月６日（木）開会予定です。

松
尾
町
長　
震
災
が
れ
き
の
受
け

入
れ
の
対
応
は
、
県
を
通
し
て
、

じ
ん
芥
処
理
施
設
組
合
に
要
請
が

あ
り
ま
す
。
今
現
在
、
県
か
ら
が

れ
き
の
処
理
に
つ
い
て
の
要
請
は

あ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

要
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
地
元

へ
の
説
明
責
任
が
最
重
要
課
題
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
牟
田
リ
サ
イ
ク
ル
発
電
所
加

入
の
７
施
設
組
合
の
10
年
延
長

は
、
全
体
で
は
ま
だ
最
終
的
に
決

定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処
理
施

設
組
合
で
は
10
年
延
長
を
行
う
方

針
で
協
議
し
て
い
ま
す
。
負
担
金

の
増
に
対
す
る
行
革
、
地
元
負
担

の
減
を
ど
う
す
る
か
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

本
庁
で
の
節
電
対
策
は
、
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
基
づ

き
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
、
冷
房
の
設
定

温
度
を
28
度
に
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
補
助
金
制

度
は
、
今
年
度
発
行
予
定
の
住
宅

用
リ
フ
ォ
ー
ム

商
品
券
で
対

応
し
て
い
き

ま
す
。

議
会
が
同
意
し
た
人
事

人
権
擁
護
委
員
（
再
任
）

住　
　

所　

赤
地
八
九
五
番
地
の一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
赤
地
区
９
組
）

生
年
月
日　

昭
和
10
年
12
月
５
日

梅
野
師
子

氏

う
め　
　
の　
　
の
り　
　

こ

◎ 拉致問題の早期解決を求める
　　　　　　　　　　　　意見書採択の陳情　････････････　不採択
◎ 消費税率10パーセントへのアップと
　　　社会保障の切り捨て中止を求める意見書　･･････････　否　決
◎ 基地対策予算の増額等を求める意見書　･･･････････････　可　決
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議会を傍聴してみませんか
傍聴場所は、役場３階議事堂内傍聴席
です。
　また、テレビ放映による傍聴は役場
１階ロビー、総合福祉センターロビー
で放映します。


